
広
報

よもぎた
内　容

●陸奥湎クリーン作戦………………………２ ～３

●郷土の歴史・蓬田大館は鎌倉期の城？…４ ～６

●秋の全国交通安全運動…………………………７

●学校ニュ ース・蓬田小学校体験学習……８ ～９

●くらしのページ・安全で明るい出かせぎを

保健婦さ んの相談室・行政相談所開設…10～11

●話題の広場・村民祭テーマ決定…………12～13

●談話室・ヤングメッセージ・母親クラブ通信

むらの生活誌・戸籍の窓口………………14～16

NO.140

やっと出穂
登
熟
不
良
が
心
配

四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
不
順
天

候
で
代
枯
れ
が
続
出
。
７
月
以
降

の
高
温
で
や
っ
と
も
ち
直
し

た
も

の
の
、
生
育
遅
れ
を
回
復
で
き
な

い
ま
ま
、
出
穂
の
遅
れ
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

九
月
一
日
現
在
、
や
っ
と
の
こ

と
で
九
〇
ド
か
出
穂
。
ア
キ
ヒ
カ

リ
か
少
し
遅
れ
て

い
ま
す
。
今
後

の
天
候
し

だ
い
で
、
作
柄
回
復
の

可
能
性
は
あ
る
と
し
て
も
、
全
般

に
穂
ぞ
ろ
い
か
悪
く
、
生
育
に
ば

ら
つ
き
か
目
立
ち
ま
す
。

八
月
二
十
三
日
の
台
風
十
五
号

は
、
遅
れ
気
味
の
穂
が
よ
う
や
く

出
始
め
、
登
熟
期
に
入
ろ
う

と
い

う
段
階
に
襲
来
し
ま
し
た
。

タ
イ

ミ
ン
グ
と
し
て
は
最
悪
で
す
。
今

後
登
熟
不
良
に
よ
る
品
質
低
下

が

心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

8月・9

月
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汚
染
ル
ー
ト
解
明
へ

陸
奥
湾
は
、
ホ
タ
テ
貝
を
中
心

と
し
た
沿
岸
漁
業
の
宝
庫
で
す
。

全
国
の
内
湾
の
中
で
も
、
そ
の
広

さ
、
海
の
生
産
力
、
魚
種
の
豊
富

さ
で
は
代
表
的
で
あ
り
、
水
産
増

殖
・
養
殖
の
場
と
し
て
最
適
と
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
豊
か
な
海
を
生
活

基
盤
と
す
る
蓬
田

漁
協
の
組
合
員

は
約
七
十
人

。
と
も
に
従
事
す
る

家
族
を
含
め
た
漁
業
人
口
が
、
約

二
八
〇
人
。
昨
年
の
ホ
タ
テ
貝
生

産
量
は
一
千
百
六
十
ト
ン

。
金
額

に
し
て
、
約
三
億
二
千
九
百
万
円

に
な
り
ま
す
。

こ
の
海
が
年
ご
と
に
汚
れ
て
き

ま
し
た
。
陸
奥
湾
沿
岸
市
町
村
が

都
市
化
、
近
代
化
さ
れ
て
く
る
こ

と
に
よ
り
、
人
間
が
汚
し
て
い
る

の
で
す
。
海
岸
に
打
ち
寄
せ
ら
れ

る
お
び
た
だ
し
い
ゴ
ミ
の
山
。
海

底
に
堆
積
し
た
廃
棄
物
。
汚
染
の

進
行
が
、
ナ
マ
コ

、
貝
類
の
生
息

場
や
産
卵
保
育
に
影
響
を
与
え
な

い
訳
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
事
態
の
中
で
、
七
月

十
五
日
蓬
田
村
を
含
む
陸
奥
湾
沿

岸
の
六
市
町
村
が
、
県
の
委
託
を

受
け
大
清
掃
作
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ

ま
し
た
。
沿
岸
や
海
底
の
ゴ
ミ
分

析
、
潜
水
調
査
な
ど
で
、
汚
染
の

元
凶
を
追
求
し
よ
う
と
い
う
も
の

で
す
。

ーン作戦！
二
十
五
隻
の
清
掃

船
が
出
漁
。

ク
リ
ー

ン

ー
ア

ッ

プ
作

戦

の
当

日

は
、
朝

か
ら

十
じ

先

も
見
え

な

い
深

い
霧

で
し

た
が

、
午

前

七
時

に

は
組
合

員
全

員
集

合
し

準

備
完

了

。

ゴ
ミ

の
分

類
方

法
や

清

掃
区

域

の
説
明

と
確

認
。

漁
民

に

と
っ

て

は
生
活

に
連

が
る
た

い
せ

つ
な

海

だ
け
に

真
剣

で
す

。

蓬

田
漁

協

か
ら

は
霧

の
晴

れ
た

午
前

九
時

過

ぎ
、
二

十
五

隻

の
清

掃
船

が
出

港
。
（

ツ
サ

ク
網

を
使

い

、
魚
な

ら

ぬ
海
底

の

ゴ
ミ
引

き

漁
を

展
開
。

陸

上
で

は

、
漁
協

婦

人
部

一
五

〇
入

が
三

本

の
河

川
と

海
岸

一
帯

の

ゴ
ミ
回

収
に

く

り
出

し

ま
し

た
。

ゴ
ミ
は

〈
木

片
類

・

ビ
ニ

ー
ル

類
・

缶
類

・
貝

殻
・
廃

漁

具
類
・
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
〉

の
五

種
類

と

自
転

車
や

大
型

家
庭
電

気

製
品

、

廃

船

や
流
木

な

ど
の

粗
大

ゴ
ミ

に

別
け

、
汚

染
解

明
の

手

が
か
り

に

し

ま
し

た
。

さ
し
網
に
影
響
す

る
プ

ラ

ス
チ

ッ

ク

海
底
清
掃
で
は
、
河
川
の
沖
百

片
地
点
（
浅
海
地
域
）
と
五
百

片

沖
の
ホ
タ
テ
貝
養
殖
地
域
を
網
引

き
し
ま
し
た
。

河
口
の
す
ぐ
沖
で
は
本
片
類
が

多
く
、
七
月
六
日
の
集
中
豪
ｍ

が

一陸 奥 湾 ク リ ーン 作 戦･ ｊ



見
逃
せ
な
い
生
活
排
水

一
般
家
庭
の
生
活
排
水
や
、
事

業
所
か
ら
の
汚
水
流
し

が
陸
奥
湾

を
汚
す
大
き
な
原
因
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
清
掃
調

査
は
、
湾
内
だ
け
で
な
く
、
湾
に

流
れ
こ
む
河
川
も
対
象
に
な
り
ま

し

た
。

当
村
で
は
、
広
瀬
川
・
瀬
辺
地

川
・
阿
弥
陀
川
の
三
本
が
調
査
河

川
で
す
。
調
査
区
域
は
河
川
口
、

河
川
の
両
岸
、
河
川
の
左
右
に
広

が
る
海
岸
地
帯
。
住
居
地
域
の
河

川
周
辺
は
、
生
活
排
水
か
ら
と
思

わ
れ
る
ゴ
ミ
か
積
み
重
な
っ
て
い

ま
し

た
。
特
に
生
活
用
品
の
こ
わ

れ
た
プ
ラ

ス
チ

ッ
ク
類

、
農
業
用

ビ
ニ
ー
ル
の
大
量
投
棄

が
め
だ
ち

ま
す
。
河
川
の
両
岸
に
は
缶
類
や

ト
タ
ン
、
壊
れ
た
自
転
車
、
大
型

冷
蔵
庫
な
ど
が
捨
て
ら
れ
て
い
る

状
態
で
す
。

「
海
を
汚
さ
な
い
」
認
識
を

回

収

さ
れ

た

ゴ
ミ
を

分
析

す

る

と

、
明

ら
か

に
生

活
サ

イ
ド

か
ら

出

た
汚

染
物

質

が
多

い
。

プ
ラ

ス

チ

ッ
ク
製

品

や

ビ
ニ

ー
ル
な

ど

、

合
成

樹

脂
は

腐
ら

な

い
の
で

河

口

や

海
岸

に

ど
ん

ど
ん
蓄

積

す

る

。

や

が
て

こ

れ

が
、
チ

リ

も
積

も
れ

ば
山
と

な

り

ま
す

。

沿

岸

住
民

の
生

活
排

水
に

よ

る

汚

濁

が
注
目

さ
れ
る
な
か
、
下

水

道

の
整
備
も
必
要

だ
が
、
近

年
リ

ン
を

含

む
合
成

洗
剤

に
よ

る
汚

染

が
真

剣

に
取

り

あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す

。

陸
上
交

通

の
発
達

し

て

い
な
か

っ

た
遠

い
昔

、
人

も
産

業
も

文
化

も

海
を

渡
っ
て

往
来

し

、
私

た
ち

の

地
域

に
も

た
ら
し

た
影

響

は
大

き

い
と

考
え

ら
れ
ま

す
。

か

け

が

え

の
な

い

。
ふ
る

さ
と

の
海

″
を

、

私

た
ち

の
手

で
こ

れ
以
上

汚

さ
な

い
と

い
う

強

い
認

識
と

決
意

を
も

つ
時

期

が
来

た
よ
う

で
す

。 陸奥湾クリ
影
響
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
ほ
か

缶
類
、
ビ
ニ
ー
ル
が
め
だ
ち
ま
し

た
。
東
風
が
吹
く
と
廃
棄
物
か
と

く
に
寄
り
、
さ
し
網
に
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
容
器
が
か
ら
ま
っ
た
り
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
話
で
す
。

清　 楴

区　 分

調　 査

面　 積

調　 査

地点数
木片類

ビ ニー

ル　 類
缶　 類

貝　 殼

漁　 具

廃プ ラ
スチ ッ
ク

計 そ　　の　 他

海　 浜

清　 掃

m2

40,000 ４

ｍ３

１．９

m3

27.3

m3

21.0

ｍ３

０．３

ｍ３

８．３

m3

58.8

冷蔵庫・一輪車

自転車・洗濯機

海　 底

清　 掃
36,000 18 ９．０ ３．８ ６．２ ４．５ ３．５ 27.0

ヒトデ・ カニ カゴ

サシ網

河　 口

清　 掃
81,000 ３ 16.5 59.1 27.1 ２．６ 18.5 123.8

自転車　13.5 台
洗濯機　　　2台
タイヤ

●ゴミ回収量

一陸奥湾クリ ーン作戦-Ｊ･



大館は鎌倉期

の平城か？

先住民と武士団たち

郷土の

歴史

N０.16

中
世
の
城
郭
と
し
て
、
本
県
屈
指

の

規
模
を
ほ
こ

る
蓬
田
大
館
。
空
白

と
い

わ
れ
る
中
世
津
軽
の
歴
史
を
見

直
す
動
き
が
高
ま
る
中
で
、
七
月
二

十
二
日
か
ら
八
月
一
日
ま
で

。蓬
田

大
館
第
一
次
調
査

”
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
、
村
越
潔
弘
大
教
授
を
委

員
長
と
す

る
調
査
委
員
会
を
組
織
。

教
育
委
員
会
・
文
化
財
審
議
委
員
会
・

地
元
郷
土
史
研
究
会

―
金
沢
大
学
考

古
学
研
究
室
が
中
心
と
な
り
発
掘
を

進
め
ま
し
た
。
現
地
の
指
導
と
指
揮

は
、
金
沢
大
学
の
佐
々
木
達
雄
助
教

授
で
す
。

発
掘
場
所
は
、
蓬
田
八

幡
宮
の
南

西
に
広
が

る
敦
の
平
忿
芒

か
所
と

堀
三
か
所
。
出
土
遺
物
は

縄
文
時
代

は
じ
き
　
す
え
き

の
土
器
や
石
器
・
土
師
器
・
須
恵
器
・

擦
文
土
器
・
中
国
産
の
白
磁
と
青
磁
。

鉄
製
品
と
し
て
鋤
・
短
刀
・
鉈
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
か

ら
、

こ
の
一

角
に
は
縄
文
・
平
安
・
鎌
倉

時
代
に
人
々
が
生
活
し
て
い

た
こ
と

が
判
明

。
堀
や
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た

多
く
の

郭
々
ら
な
る
戡
で
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。

後
潟
の
尻
八
館
は
室
町
時
代
の
遺

跡
で
す
が
、
蓬
田
大
館
は
そ
れ
よ
り

古
い
鎌
倉
時
代
の
館
と
い
う
見
方
が

強
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
全
体

的
規
模
が
大

き
い
だ
け
に
、
室
町
・
戦

国
時
代
の
城
も
今
後
の
調
査
で
出
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
予
想
さ
れ
、

継
続
調
査
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

最
終
日
の
八

月
一
日
に
は
、
秋
田

、

岩
手
、
北
海
道
か

ら
も
中
世
遺
跡
の

研
究
者
が
か
け
つ
け
、
現
地
見
学
会

を
盛
大
に
開
き
ま
し
た
。

郷土の歴史･ 多



傾
斜
の
き
つ
い
薬
研
堀

こ
の
地
点
は
現
在
の
地
形
か
ら
、

南
に
広
が
る
郭
を
囲
む
よ
う
な
堀
が

予
想
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
堀
と
思

わ

れ
る
部
分
を
直
角
に
切
る
ト
レ
ン
チ

（

幅
五
片
、
長

さ
十
三
片
）を
設
定
。

地
表
を
覆
う
表
土
は
厚

さ
約
二
〇
惣

の
濃

い
褐
色
土
で
や
わ
ら

か
い
。
以

下
の
層
は
堀
が
順
次
埋
ま
っ
た
よ
う

す
を
示
し

て
い
る
。

堀
の
深
さ
は
一
丁

八

片
、
輻
約
七

片
で
斜
面
の
傾
斜
は
か
な
り
き
つ
い
。

堀
の
内
側
に
は
幅
約
三
〇

竹
、
深
さ

約
二
〇
惣
の
溝

が
検
出
さ
れ
た
。
溝

の
性
格
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
が
、
柵

が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

堀
の
中
か
ら
全
長
三

十
三

靆
、
幅

約
二

靆
の
短
刀

・
鉈
・
支
脚
・
土
師

器
・
陶
器
片
が
出
土
し
た
。
と
く
に

表
土
と
短
刀

の
出
土
し
た
黒
色
土
層

に
遺
物

が
多
い
。

問
題
点
は
、
堀
の
底
付

近
に
あ
る

焼
土
と
炭
の
性
格
・
堀
の
内
側
に
あ

る
小
溝
の
機
能

は
何
か
、
短
刀
や
鉈

が
出
土
し
た
年
代
は

い
つ
か
、
堀
の

外
側
に
広
が
る
平
坦
面
に
も
郭

が
あ

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

▼上空から見た蓬田大館

(撮影・細谷忠正)

第
２
発
掘
場

農
業
技
術
を
示
す

鋤

大
館
遺
跡
南
側
に
三
段
の
階
段

状
に
な
っ
た
場
所

が
あ
る
。

こ
こ
は
南
北
十
五

片
、
幅
一
・
五

片
で
掘
っ
た
。

発
掘
の
結
果
、
幅
五
片
、
深
さ
二
片
の
堀
が
発
見
さ
れ
た
。

い
ち

ば
ん
下
段

は
水
か
わ
き
、
以
前
は
川
か
水
堀
と
想
像

さ
れ

は
し
き
　
　す
え
き
　さつ
も
ゝ

る
。
遺
物
は
上
段
と
中
段
か
ら
土
師
器
・
須
恵
器
・
擦
丈
土
器
・

縄
文
土
器
が
出
土
し
て

い
る
。

堀
の
底
面

に
近

い
粘
土
層

か
ら
、
鉄
製

の
鋤

が
完
全
な
形
で

出
土
し
た
。
当
時
の
農
業

技
術
を
知
る
う
え
で
、
重
要
な
発
見

で
あ
る
。

●
薬
　

研
　

堀
Ｅ

Ｖ

字
形

に

、底

が
狭
く

な
っ

た
堀
。

●
郭
（
く
る
わ
）ｊ

城
や
と
り
で

を
守
る
囲

い
。
ま
た

ば
囲

い
の
あ
る
と
こ
ろ
。

郷土の歴史Ｊ

第
１
発

掘
場



第
３
発
掘
場

大
に小
二
本
の
堀
を
確
認

南
側
の
堀
の
状
態

を
確
認
す
る
た

め
に
、
北
側
の
タ

バ
コ
畑
か
ら
南
側

の
水
田
方
向
に
向
け
て
二
十
二

回
の

長
さ
で
掘
っ
た
。

こ
こ
か
ら
は
大
小
二
本
の
堀
が
発

見
さ
れ
た
。
内
側
の
大
き
な
堀
は
、

幅
九
・
五
言
、
深
さ
一
丁

三

回
。
外

側
の
小

さ
な
堀
は
幅
一
丁

五
回
、
深

さ

Ｉ
・
六
卜
で
あ
る
。
内
側
の
堀
は

Ｖ

字
形
を
し
た
薬
研
堀
で
あ
り
、
外

堀
の
形
は
Ｕ

字
形
で
あ
る
。

外
側
の
堀
の
氷
積
を
み
る
と
、
内

堀
と
外

堀
の
間
に
は
土
塁
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
表
土
や
堀
の
中
か

ら
は
縄
文
土
器
・
土
師
器
・
須
恵
器

が
出
土
し
て
い
る
。

第
４
発
掘
場

土
着
民
と
武
士
団

こ
の
発
掘
区
（
東
西
十
言
・
南
北

十
口

）
は
堀
で
囲
ま
れ
て

い
る
郭
の

南
端
部
に
、
建
築
物
の
遺
構

が
あ
る

か
ど
う
か
設
定
し
た
。

表
土
を
は
ぐ
と
、
黄
色
土
と
灰
ま

し
り
の
上
が
現
わ
れ
た
。
こ
れ
を
徐

々
に
き
れ
い
に
は
い
で
い
く
と
、
平

面
が
長
方
形
を
し

た
擦
文
の
住
居

跡

と
ピ
ッ
ト
（
建
物
の
柱
の
穴
）
が
検

出
さ
れ
た
。
ピ
ッ
ト
の
一
つ
に
炭
を

底
に
含
む
柱
穴
か
み
ら
れ
る
。

こ
の
発
掘
区

の
出
土
遺
物
は
、
繩

文
土
器
も
み
ら
れ
る
か
、
土
師
器
・
擦

文
土
器
が
主
で
あ
る
。

擦
文
文
化
の
遺
跡
と
中
世
の
城
郭

や
居
館
跡
が
複
合
状
態
で
み

つ
か
る

こ
と
は
、
津
軽
半
島
に
よ
く
見
ら
れ

る
現
象
で
あ
る
。
大
館
の
す
ぐ
近
く

に
は
、
擦
文
文
化
で
知
ら
れ
る
小
館

遺
跡

が
あ
り
、
古
く
か
ら
土
着

の
人

々
が
生
活
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

中
世
に
な
っ
て
入
り
込
ん
だ
武
士
団

が
、
そ
の
先

住
民
の
集
団
と
さ
ま

ざ

ま
な
形
で
関
係
を
持
た
ざ
る
を
得
な

な

い
は
ず
だ
。
先
住
民

を
追
い
払
う
よ
り
も
、

厳
し

い
天

候
、
不
慣
れ

な
土
地
で
は
む
し
ろ
彼

ら

の
協
力
が
必
要

だ
っ

た
ろ
う
し

、
豊

か
な
産

物

は
経
済
と
文
化
を
支

え

た
に
違
い
な
い
。

ナ
ゾ
に
包
ま

れ
て

い

た
蓬
田
大
館
の
歴
史
の

一
端

が
見
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
現
在
大
館

の
す
ぐ
近
く
ま
で
住
宅

開
発
が
進
ん
で
き
ま
し

た
。
周
辺
の
地
形
が
著

し

く
変

わ
ら
な
い
う
ち

に
継
続
調
査
を
行
い
全

貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
急
が
れ
ま
す
。

交
通
事
故
で
困
っ
た
と
き
は

県
で

は
交
通
事
故
に
あ

い
、
損
害

賠
償
額

の
算
定
・
請
求

∴
軍
談
方
法

な
ど
で
困
っ
て

い
る
人

々
の
た
め
に

交
通
事
故
相
談
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

予

備
知
識

が
な

い
た
め
苦
し
ん
だ
り
、

泣
き
寝
人
り
し
な
い
よ
う
に
、

ぜ
ひ

相
談
所
を
利
用
く
だ
さ
い
。

回
相
談
所
設
置
場
所

青
森
市
新
町
二
丁
目

県
社
会
福
祉
会
館
六
階

電
話
（
２
２
－
1
1
1
1

）

回
相

談
日

日
曜

・
祝
祭
日
を
除
く
毎
日
。

午
前
九
時
～
午
後
四
時
。

土
曜
日
は
正
午
ま
で

回
あ
ら
か
じ
め
次
の
事
柄
を
調

べ
て

か
ら
出
か
け
る
と
、
相
談
か
し
や
す

く
な
り
ま
す
。

１
、
事
故
の
日
時
・
場
所
・
状
況

２
、
け

が
の
程
度
・
入
院
・
通
院
日
数

３
、
被
害
者
の
氏
名
・
年
齢

・
月
収

４
、
加
害
者

の
氏
名
・
年
齢

・
職
業

５
、
自
動
車
の
持
ち
主
・
責
任
保
険

。

任
意
保
険
の
会
社
名

回
相
談
方
法

面
接
相
談
の
ほ
か
、
文
書
や
電
話

に
よ
る
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。
相
談

内
容
は
複
雑

な
要
素
が
含
ま
れ
て

い

る
も
の
が
多

い
の
で
、
な
る
べ
く
面

接
相
談
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
命
綱

自
分
が
ど
ん
な
に
安
全
運
転
し

て

い
る
つ
も
り
で
も
、
い
つ
追
突
さ
れ

た
り
、
対
向
車
に
ぶ
つ
か
っ
て
こ
ら

れ
た
り
す

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
あ

る
い
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
自
分
の
不

注
意
で
事
故
を
起
こ
す

こ
と
も
あ
り

ま
す
。

も
し

事
故

が
起
き
た
と
き

、
我

が

身
を
守
っ
て
く

れ
る
の
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
で
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
の
死
亡
事

故
は
、
時
速
九
十
六
キ
ロ
を
越
え
て

は
じ
め
て
発
生
し
、
着
用
し

て
い
な

い
ド
ラ
イ

バ
ー
の
死
亡
事
故
は
、
十

九
・
ニ

キ

ロ
と
い
う
自
転
車
な
み
の

速
度
で
も
起
き
ま
す
。

こ
の
デ
ー
タ
は
、
衝
突
し

た
と
き

の
衝
撃

が
い
か
に
大
き

い
か
を
物
語

り

、
同
時
に
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
効
用

も
示
し
て

い
ま
す
。

交
通
事
故
に
よ

る
死
傷
者
の
減
少

と
被
害
軽
減
の
た
め
、
一
般
道
路
で

も
シ
ー
ト

ベ
ル
ト

の
着
用

を
習
慣
化

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

や
ぶ
蚊
と
戦
い
な
が
ら
の
発
掘
作
業
。
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●
９
月
2
1日
～
９
月
3
0日

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
始
ま
り
ま
す

私
た
ち
の
村
は
南
北
約
九
キ
ロ
に

わ
た
り
、
国
道
二
八
〇
号
線

が
縦
貫

し
て
い
ま
す
。
青
森
市

へ
の
通
勤
圏

内
で
も
あ
り
、
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
は

か
な
り
な
も
の
で
す
。
道
幅
も
狹
い

う
え
に
、
津
軽
や

ま

な

み

ラ

イ

ン

（
蟹
田
～
今
泉
）
開
通
以
来

、
中
里
、

金
木
、
市
浦
、
小
泊
方
面
か
ら
の
交

通
量
も
グ
ン
と
増
え
ま
し
た
。
青
函

ト

ン
ネ
ル
エ
事
用
の
資
材
を
運
ぶ
大

型
車
両
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
交
通

死
亡
事
故
ゼ
ロ
三
千
日
を
記
録
し

た

こ
と
は
、
村
民
み
ん
な
の
努
力
と
協

力

が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
だ
と
い
え

ま
す
。

九
月
二
十
一
日
か
ら
は
、
秋
の
全

国
交
通
安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

蓬
田
村
の
交
通
事
故
に
関
す
る
調
査

に
よ
る
と
、
村
外
で
の
事
故

が
め
だ

っ
て
い
ま
す
。
『
事

故
の

な

い
村
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
村
』
を
目
指
す

た
め
に
、
今
一
度
心
を
引
き
し
め
ま

宗

族
の

話
し
合

い

た

い
せ

つ

に

ひ
と
つ
の
家
庭
の
中
に
は
、
運
転

者
も
歩
行
者
も
、
自
転
車
利
用
者
も

さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
子

ど
も
や
老
人
を
よ
く
、

ご
父
通
弱
者
”
と
表
現
し

ま
す

が
、運

転
免
許
を
持
つ
人
が
増
え
て

い
る
今

で
は
、
一
家

の
中
に
、
弱
者
と
強
者

が
共
存
し
て

い
る
状
態
で
す
。

『
わ
が
家
の
お
父
さ
ん

や
お
兄

さ

ん
の
運
転
を
採
点
す

れ
ば
、
何
点
に

な
る
か
。
道
を
歩
い
て
ヒ
ヤ
ッ
と
し

た
経
験
は
な
い
か
。

お
母
さ
ん
の
ミ

テ
（

イ
ク
は
安
全
か
。
自
動
車
で
来

た
お
客
さ
ん
に
酒
を
進
め
た
り
し
て

ぃ
な

い
か
い

な
ど
、
交
通
安
全
は
私

た
ち

の
身
近
か
な
問
題
で
す
。

ぜ
ひ

一
家
団
ら
ん
の
話
題
と
し
て
取

り
あ

げ
て
み
ま
し

ょ
う
。

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

身
に
つ
け
よ
う

当
村

に
は
、
蓬
田
村
交
通
安
全
対

策
協
議
会
を
核
と
し
て

、
交
通
安
全

協
会
・
交
通
指
導
隊
・
交
通
安
全
毋

の
会
な
ど
大
人
の
組
織
と
、
小
学
五

年
・
六
年
生
で
組
織
す

る
交
通
少
年

団
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら

の
団
体
は
、
地
域
全
体
の

交
通
安
全
意
識
を
高
め
る
た
め
に
、

先
頭
に
立
っ
て
実
践
活
動
を
展
開
し

て

い
ま
す
。
街
頭
指
導
・
広
報
看
板

の
設
置

・
マ
ス
コ
ッ
ト
人
形
の
作
成

配
布
や
、
特
に
交
通
安
全
駅
伝
大
会

は
、
青
年
団
や
子
供
会
と

Ｉ
体
に
な

っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
る
大
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
す
。

村
で

は
子
供
た
ち
か
交
通
ル
ー
ル

と
マ
ナ

ー
を
学

ぶ
場
と
し
て
、
交
通

公
園
を
設
置
し
ま
し

た
。
中
沢
児
童

公
園
に
隣
接
し
た
こ
の
公
園
に
は
、

踏
切
し

や
断
機
や
警
報
機
・
四

つ
角

式
信
号
機
か
と
り
つ
け
ら
れ
、
本

格

的
交
通
安
全
教
育
が
実
施
で
き
ま
す
。

保
育
所
・
幼
稚
園
・
小
学
校
で

は
、

道
路
を
歩
く
と
き
の
注
意
点
、
横
断

す

る
と
き
の
左
右

の
確
認
、
自
転
車

の
正
し

い
乗
り
方
な

ど
基
本
的
習
慣

を
身
に
つ
け
る
交
通
安
全
教
室
に
利

用
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
交
通

安
全
教
育

が
、
や

が
て

は
社
会
の

匸
貝
と
し

て
も
、
ル

ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
る
人
間
づ
く
り

に
つ
な

が
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま

す
。

一交 通 安 全／･

村ぐるみで取り 組もう “交通安全”



蓬田小学校
い告い告
体験学習

いもほり ●いも煮会

８月25日､蓬田小学校では全校児童が参加し、

じゃがいも掘りと、収穫を感謝するいも煮会を

開きました。いもは農家から借りた畑に、春先

植えたものです。

畑づくりは全校児童を部落別に班編成してい

ます。　しかも１年生から６年生までかいっしょ

のグループになるわけで、上級生は下級生の面

倒をみながら、自分たちの班をまとめ、多彩な

行事を運営していました。

過度 の受 験 戦争 と詰め 込 み教育 に対 す る反 省

か ら生 み 出さ れ だ ゆ とりの 教育 ” も今年 で ２

年 めに な ります 。蓬 田小 学校 では 、 人間性 豊か

な 児童 生徒 を育 て るため に< 体 力 増 進 の活 動･

地 域の 自然や 文 化に 親し む体 験的 活動 〉 をと り

入れて い ます。

い も煮会 での 校長 先生 のお 話に は、‘` 火を使う

人間” のこ とが 出 まし た。 生 きる ため の技 術の

一つ 火の 使用 法”､自然 の恵 み､黒い 土 の感 触、

根 をはっ た草 木の 強さ 、やけ に 大 きか っ た ミミ

ズの生 体 。子 ど もたらが た くさ ん のこ とを体で

感し とっ た一 日で し た。

1慘校こ丘÷ス 汐

卜
や
っ
と
煮
え
た
ぞ
。
み
ん
な
、
皿
用
意
し
ろ
。

卜
″
い

も
ほ
り
″
の
前
の
草
取
り
で
す
。

いもコンテスト
●総合 収量 の部

１位　　35.2kg　　 中沢

２位　　29.9kg　　 広瀬

３位　　29.7kg　　 長科・高根合同

28.8kg　　蓬田

27.2kg　　 阿弥陀川

24.Okg　　 瀬辺地

22.6kg　　 郷沢

●特大 いもく ら べ の部(いも1個の重さ)

１位　　　400  g　　長科・高根合同

２位　　　300 g　　 広瀬　　　　　－

３位　　　200 g　　　阿弥陀川

185 g　　郷沢

170 g　　蓬田 ，瀬辺地

155 g　 中沢　　　

ノ

▼どこの班が早く煮える か競争しよう 。
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安
全
で
明
る
い
出
か
せ
ぎ
を

昨
年
の
凶
作
の
影
響
も
あ
り
、
出

か
せ
ぎ
や
、
日
か
せ

ぎ
に
出

る
人

が

蓬
田
村
で
も
増
え
て

い
ま
す
。
仕
事

先
で
の
ヶ

が
や
賃
金
ト
ラ
ブ
ル
の
な

い
よ
う
に
、
出
か
け
る
と
き
は
次
の

こ
と
に
注
意

が
必
要
で
す
。

正
し
い
手
続
き
を
し
て
か
ら

●
公
共
職
業
安
定
所
、
市
町
村
役
場

に
行
っ
て
、
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
場

を
決
め
る
よ
う
に
。
も
し
事
故

が
お

き
て
も
、
早
く
解
決
し
ま
す
。

●
出
か
せ
ぎ
労
働
者
手
帳
を
必
ず
持

っ
て
い
く
こ
と
。
自
分
の
身
分
証
明

書
に
な
り
ま
す
。

●
健
康
診
断
を
受
け
、
自
分
の
体
の

調
子
を
確
か
め
て
か
ら
出
か
け
ま
し

ょ
う
。

絶
対
無
理
は
し
な
い
こ
と
。

●
知
っ
て

い
る
人
が
、
そ
ろ
っ
て
同

じ
と
こ
ろ
に
行
く
よ
う
に
。
何
か
あ

っ
て
も
、
お
互
い
相
談
し
た
り
助
け

令
っ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
仕
事
場
に
つ
い
た
ら
、
事
業
所
の

責
任
者
に
賃
金
や
残
業
な
ど
の
労
働

条
件

が
職
業
安
定
所

の
話
と
合
っ
て

い
る
か
確
か
め
る
よ
う
に
。
確
か
め

た
ら
、
出
か
せ
ぎ
労
働
者
手
帳
に
書

い
て
も
ら
う
こ
と
。

●
働
く
場
所
・
事
業
所
を
か
え
た
と

き
は
、
必
ず
新
し

い
住
所
を
家
族
と

役
場
に
知
ら
せ
る
よ
う
に
。
役
場
か

ら
の
郵

送
物
（
広
報
紙
な
ど
）
が
、

あ
て
先
不
明
で
帰
っ
て
き
ま
す
。

小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
安
心

青
森
県
出
か
せ
ぎ
協
会
で
は
、
昭

和
五

十
四
年
か
ら
、
出
か
せ
ぎ
労
働

者
事
故
見
舞
金
制
度

を
設
け
て
い
ま

す
。こ

れ
は
、
出
か
せ
ぎ
を
す
る
人
が

掛
金
を
出
し
あ

い
、
事
故
に
あ
っ
た

と
き
助
け
合
う
も
の
で
す
。

●
加
入
申
込
み

役
場
・
農
林
水
産
課
で
受
け
付

け

て
い
ま
す
。

●
掛
　
金

一
人
、
年
間
六
〇
〇
円
（
県
と
市

町
村

が
こ
の
ほ
か
一
人

、
年
間
八
〇

〇
円
負
担
し
て

い
ま
す
。）

自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
留
守
家
族
の

幸
せ
の
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
加
入
し

ま

種　類 事　 故　 ・　　災　 害　 の　 程　 度 給 付 額

死　　 亡
見 舞 金

出稼中（出発から帰宅まで）の死亡､た だし、

一時帰省中の死亡を除く
500,000円

傷　　 病

見 舞 金

出稼中の負傷又

は疾病で休業療

養を要 するもの

６月以上であ るもの 80,000円

３月以上６月未満であ る

もの
60,000円

１月以上３月未満であ る
もの

50,000円

障　　 害

見 舞 金

出稼中の負傷又は疾病によ る障害で通常の就
労を不能とする程度のもの

200,000円

火　　 災

見 舞 金

加入者の留守宅の火災によ る焼失( 半焼以上) 80,000円

加入者の出稼就労先宿舎の火災で加入者に著

しい損害を生じさせたもの
30,000円

○
青
森
県
の
古
地
図
展

江
戸
時
代
か
ら
現
代
ま
で
、
青
森
、

弘
前
、
八
戸

の
三
市
を
対
象
に
、
都

市
図
や
街
な
み
の
写
真
で
、
そ
の
移

り
変
わ
り
を
紹
介
し

ま
す
。

展
示
す

る
の
は
、
古
地
図
、
空
中

写
真

こ
日
の
街
な
み
写
真
で
す
。

●
期
間
　
９
月
2
6日
～
1
0月
1
8日

●
会
場
　

郷
土
館
大
ホ
ー
ル

○
き
の
こ
鑑
定
会

秋
の
味
覚
、
き
の
こ
の
実
物
展
示

と
、
食
用
か
毒
か
の
実
物
鑑
定
や
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　

９
月
2
7日

鑑
定
会
　
午
前
９
時
3
0分
～
1
2時

講
演
会
　

午
後
１
時
～
４
時

●
会
場
　

郷
土
館
ル

ホ
ー
ル

○
日
本
伝
統
工
芸
秀
作
展

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
が
製
作

し

た
伝
統
的
工

芸
品

の
う
ち
、
特
に

芸
術
性
豊
か
で
優
秀
な
作
品
を
公
開

し
ま
す
。

展
示
す
る
の
は
、
染
織
品
、
陶
芸

品
、
漆
芸
品
、
金
工
品
、
人
形

な
ど

で
す
。

●
期
間
　
1
0月
2
4日

～
且一
月
2
2日

●
会
場
　

郷
土
館
大

ホ
ー
ル

き
の
こ
と
り
入
山
心
得

き
の
こ
の
季
節
で
す
。
山

に
入
る

と
き
は
次
の
こ
と
を
守
り
、
遭
難
事

故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

①
天
気
予
報
を
確
か
め
る
。

②
着
か
え
、
雨
具
、
マ
ッ
チ
を
準
備

し
、
食
糧

を
多
く
持
つ
。

③
家
族
に
入
山
コ
ー
ス
、
帰
宅
時
間
、

同
行
者
を
知
ら
せ
る
。

④

地
理
の
わ
か
ら
な

い
山
に
入
ら
な

い
こ
と
。

⑤

自
分
の
体
力
に
合
っ
た
行
動
を
す

⑥
集
合
時

刻
・
場
所
・
コ
ー
ス
を
よ

く
打
ち
合
わ
せ
、
必
ず
守
る
。

⑦
山
に
入
っ

た
ら
、
お
互

い
に
呼
び

あ
っ
て
位
置
を
確
認
す

る
。

⑧
道
に
迷
っ

た
ら
無
理
し
て
動
か
ず
、

火
を
燃
や
す
な

ど
し
て
救
助
隊
に

知
ら
せ
る
方
法
を
と
る
。

⑨
帰
宅
時
間
を
過
ぎ
て
も
帰
ら
な

い

と
き
は
、
警
察
に
知
ら
せ
る
。

くらしのページ ヴ

県立郷土館

行事案内



要
精
検
・
要
治
療
と
は

私
た
ち
が
毎
年
受
け
る
検
査
の
ひ

と
つ
に
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
撮
影

が

あ
り
ま
す
。
こ
の
検
査
は
と
く
に
肺

結
核
と
肺

ガ
ン
の
早
期
発
見
に
大
活

躍
す

る
ほ
か
、
循
環
器
系
の
心
臓
や

大
動
脈
の
状
態
を
知
る
た
め
に
も
必

要

で
す
。

村
で
は
成
人
病
検
査
と
し

て
、
胃

や
子
宮

ガ
ン
の
集
団
検
診
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
健
康
診
断

を

う

け
た
あ

と
で
個
人
票
に

。
正
常

・

要
注
意
・
要
精
検
・
要
治
療
”
と
書

き
こ
ま
れ
て
き
ま
す

が
、
こ
れ
を
ど

う

解
釈
す

れ
ば
よ
い
か
今
回
は
紹
介

し

ま
す
。

○
正
　
　
常

正
常
ま
た
は
異
常
な
し

と
い
う
記

入

が
あ
れ
ば
、
今
回
の
検
査
の
範
囲

内
で
は
と
く
に
異
常
と
思

わ
れ
る
と

こ
ろ

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
無
罪
放
免
だ
と
解
釈
し
て
無

茶
な
生
活
や
不
節
制
を
続
け
て
は

い

け
ま
せ
ん
。

○
要

注
意
（
要

観
察

）

今
後
の
健
康
管
理
の
う
え
で
、
じ

ゅ
う

ぶ
ん
注
意
し
な

が
ら
経
過
を
み

て
い
く
必
要

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
指
示
さ
れ
た
点

が
あ
れ
ば
、
必

ず
守
り
ま
し

ょ
う
。
一
般
に
日
常
生

活

の
注
意
と
定

期
的
な
検
査
が
主
に

な
り
ま
す
。

○
要
　

精
　

検

検
査
結
果
が
正
常
範
囲
よ
り
も
は

み
出
し
た
り
、
異
常
と
思
わ
れ
る
点

が
あ
る
の
で
、
病
気

の
有
無
・
程
度

を
さ
ら
に
再
検
査
や
精
密
検
査
で
確

か
め
て
下

さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

集
団
検
診
す
る
病
気

は
、
は
じ
め
に

症
状
か
な
く
、
病
状
が
出
た
と
き
は

重
症
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
多

い
の

で
す
。

忙
し

い
と
か
、
面
倒
く
さ
い
と
い

っ
て
そ
の
ま
ま
放
置
す

れ
ば
、
結
局

損
を
す

る
の
は
あ
な
た
自
身
で
す
。

せ
っ
か
く
う

け
た
健
康
診
断
の
意
味

も
な
く
な
り
ま
す
。

○
要
　

治
　

療

異
常
と
思
わ
れ
る
点

が
あ
る
の
で

医

師
の
治
療

が
望
ま
し

い
と
い
う
こ

と
で
す
。
医
師
は
も
う
一
度
詳
し
く

診
察
し
た
上
で
治
療
に
入
り
ま
す

の

で
、
主
治
医
の
指
示

に
従
っ
て
治
療

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

治
療
を
受
け
て
い
る
方
は
、
引
き

続
き
治
療
を
続
け

る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
要
精
検
・
要
治
療
は

必
ず
病
院
へ

集
団
検
診
を
定
期
的
に
受
け

る
こ

と
は
、
自
分
の
健
康
管
理
と
病
気
を

早
期
発
見
す
る
う
え
で
、
も
っ
と
も

効
果
的
方
法
で
す
。
忙
し
い
毎
日
か

続
く
み
な
さ
ん
で
す

が
、
村
で
実
施

す

る
集
団
検
診
に
は
、

ぜ
ひ
参
加
し

結
果

が
出
た
ら
、
必
ず
そ
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
と
く
に
、
要

精
検
（
要
再

検
・
要
精
密
検
査

）
と

要
治
療
の
方
は
、
必
ず
病
院
へ
行
く

よ
う
に
。
健
康
診
断
の
受
け
っ

ぱ
な

し
と

い
う
人
が
以
外
に
多
い
の
で
す
。

そ

の
間
に
病
状
は

ど
ん
ど
ん
進
ん
で

し
ま

い
ま
す
。
検
診
結
果
を
無
視
し

て
は

い
け
ま
せ
ん

。

行
政
相
談
所
を
開
設

暮

ら
し

の
中

で

、
行

政
に
対

す

る
苦

情

・
要

望
・
意

見

を
受

け
付

け
し

、
住

民

の
相

談
に

応
じ

る
制

度

と
し

て
、
「
行

政

相

談

員

」

が

い
ま
す
。

当

村
で

は

、
今

年
四
月

か

ら
室

谷
清

さ

ん

が
委

嘱
を
受
け
、

み

な
さ

ん
の

相
談

に
応

じ

て

い
ま

す

。
。
親

切
で

迅

速
な
窓

口

”
を
目

指
し

て

、
十

月

十
一
日

か

ら
全
国

い
っ

せ

い
に
行

政
相

談
週

間

が
始

ま

り
ま

す
。

わ

が
村

で
も

次

の
日

程
で
行

政

相

談

所

を
開

設

し

ま

す

。

役
所
の
仕
事
に
関
し
て
、

●
困
っ
て

い
る
こ
と

●
納
得
の
い
か
な
い
こ
と

●
希
望
し
た
い
こ
と

な
ど
に
つ
い
て

、
あ
な
た
の
声
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

○
相
談
所
開
設
囗

十
月
十
二
日
～
十
月
十
六
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

○
場
所

蓬
田
村
役
場
二
階
和
室

●９月25日　役 場 前

●９月26日　瀬辺地民

生会館前

●受付時間

午前５時～午前８時

村民の健康管理の一つとして、胃の集団検診と

便潜血検査（大腸かん・消化管疾患）を実施しま

す。早期発見・早期治療のためにも検診は積極的

に参加しましょう。

○胃の集団検診……40歳以上　検診料1,200 円

○便潜血検査………30歳以上　検診料　300 円

検査を希望する人は、次の部落保健協力員へ、

９月19日まで申込んでください。

中　沢　坂本　スナ・長　科　松本　ミキ

剛尓陀月|　八戸　富枝・蓬　田　宮田　タキ

郷　沢　福井けい子・瀬辺地　越田　やゑ

広　㈲　柿崎ユキェ・高　根　八幡キヌエ

くらしのベーシー／／

保 健 蜴 さ ん

の

相談室

健康診断と

検診結果

胃の集団検診

便潜血検査



蓬
田
村
村
民
祭
実
行
委
員
会
で

は
、
十
一
月
に
開
催
す
る
村
民
祭

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
年

の
テ
ー
マ
は
『
和
』
。
地
域
住
民

の
和
合
の
和
。
明
る
い
村

づ
く
り

の
輪
を
広
げ
よ
う

と
い
う
願

い
が

こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た

と
え

ば
、
子

供
も

婦
人

も
高

齢

者

も
出

演
す

る

劇

で
あ

れ

ば
、
部

落

の
大

人
も

子
供

も

一
つ

の
こ

と

に
集

中

し

て
参

加
す

る

こ

と
に
な
り
ま
す
。

劇

を

つ
く

り
あ

げ

て

い
く

中
で

生

ま

れ

た
も

の

が
、
部

落

の
コ

ミ
ュ

言
ア

イ

づ
く

り

へ
と

つ

な

が
っ
て

い
く

こ

と

が
期

待

で
き
ま

す

。実
行
委
員
会

は
、

村
・

議
会

・
教

育

委

員
会
・
婦

人
会
・

農

協
婦

人

部
・

農

業

後
継

者

の
会

・

子

供
会

・
小

、
中

学

校
・

老
人

ク
ラ

ブ

・
青
年

団

・
部

落
長

で

構
成
し

、

各

種
団

体
と
行

政

が
一

体

に
な

っ
て

取

り
組

む

計
画

で

す

。

昨
年
の

展
示
作
品
・
こ
ぎ
ん
刺
し

呼吸を合わせ
ハッケヨイ！

８月14日、長科部落のすもう大会が開かれました。試合

は５人１組でチームをつくり、どのチームとも対戦するリ

ーグ戦。青年会や振興組合など４組が出場し熱戦を繰りひ

ろげました。お盆の最中とあって帰青客も多く、久しぶり

にふるさとの雰囲気を楽しんでいました。この日の優勝は

足腰の強さを誇る振興組合です。

話題の広場 ダＪ

村
民
祭
テ
ー
マ
決
定



内
　
　
　

容

今
年

は
十

一
月
二

十
一

日

が
前

夜

祭
。

十
一
月

二

十
二

日

か

ら
二

十
三

日

ま
で

の
連

休

か
村

民
祭

で

す
。

。村

民

祭

″

と

な

っ
て

か
ら

三

年

め
。

こ

れ
ま

で
の

重
み
隹

ね

に

、

さ
ら
に
ア

イ

デ
ア

を
加

え
、

村

民
総

参
加

を
目

指
し

た

プ
ロ

ダ

ラ

ム
づ
く
り

を
進

め
て

い
ま
す

。

特

に

、
展
示

作
品

や
映
画

の

鑑
賞

が
ゆ

っ
く
り

楽
し

め

る
よ
う

に
、

時

間
的

に
も

余
裕

を
も

っ
た

恆
成

に
し

圭

し

た
。

主

な
内
容

は
次

の
と
お
り
で
す
。

⑤
意
見

発
表

子

供
会

ｌ
青
年
（
で

農
業

後
継

者

の
（
万

婦
人
（
千

農

協
婦

人
部
・

高

齢
者

〃
部

落
長

の
中

か
ら

一
人

ず

つ
発

表
者

が
出

ま
す

。

青
少
年

育

成
村

民
会

議

の

事
業

の
一

つ
で

あ

る
青

少

年
主
張

犬
会

り
勺
J
の
中

に
組

み
込

ん
で

あ
り

ま
す
。

○

催
し

物

盆

栽
ク
ラ

ブ

の
盆

栽
展
示

。
緇

人
会

の

バ
ザ
ー

コ
ー

ナ
ー

、

い
け

花
。
小

・
中

学

生

の
作
品

展
示

。

竹
画

の
上

映
。

夜
に

は

カ
ラ

オ
ケ

犬

会
。
殼

後
の

囗
は

芸
能
大

会
で

、

各
部

落

ご
と
に

出
し

物
を

発
表
し

ま
す
。

⑤
食
堂

・

喫
茶
コ

ー
ナ

ー

婦

人
会

が
食

堂

、
青
年

会

か
喫

茶
コ

ー
ナ

ー
を

開

き
ま
す

。
展
示

作
品

を
ひ

と
回

り
見

回
あ

と

は
、

コ

ー
ヒ

ー
を
一

杯
。

時 闌 間 11 月21 日(土) 11 月22 日(日) 11 月23 日(月)

10:00 一

口:00 －

12 二00 －

13 : 00 －

μ:00 －

15 二00 －

16 二00 －

17 二O『

18 二00 －

19 二00 －

20 二00 －

2匚00 一一

準　　 備

芸 能 大 会

吝部 落 から の

出 し物が 楽 し

みで す

開　 会　 式

意 見 発 表

青 年 の 主張

作 品 展示 コー

ナ ー バザ ーを

見 よ う

映 画 上 映

閉　 会　 式

あ とか たづ もでI

作 品 を鑑 賞 し

よ う

村 民 カ ラ オケ

大 会

前 夜祭

キ ャ ンプ フ ァ

イ ヤ ー

話題の広場／プ・

村民体育大会

1,000人

の住民
大熱戦

第川副心肘本育大会か、８月２囗総介グラウンドで開催

さ且、約卜 ㈲O人の住民かリレーやゲーム、綱引き匚汗を

流しました。住民からの要望として、部落対抗応援介威や

汳装コンクールなど、部落独特鋤胎向をもり二めるプログ

ラムが欲しいという声も出土した。村民か一剛二集まり交

流する数少ない煬です。績極的匚参加しましょう。



談話室

自
分
が
ど
う
変
わ
れ
る
か

楽
し
み
で
す
。

私

の
家
族

は

六
人
。
う

ち

学
生
・

児

童

が
合

わ
せ
て
三

人

。
経

済
的

に

収
入

が
少

な

い
割

に
は

、
い

つ

も

食

べ
て

ば
か
り

の
私

で
す

。
職

場

に
ま

だ
慣

れ
て

い
な

い
せ
い
か
、

や

せ

た
と
言

っ
て

く

れ
る
友

人
も

い
ま
す

。

お
客
様

の
応

対
で

精

い

っ

ぱ
い
の

と
こ
ろ

で
す

が
…

…
。

青

年
団

は

、
行

事
か
あ

る

に
も

か

か
わ

ら
ず
連

絡

加
こ

な
か

っ
た

り

、
人
数

が
足

り

な

い
日

に

限
っ

て
呼

び
出

さ

れ
た
り
の
状
態
で
す
。

ま

だ
直

接
に

は
青
年

団
活

動

に
参

加
で

き
ず

、
私

と
し

て

は
も

っ
と

積
極

的

に
な
り

た

い
と

考
え

て

い

ま
す

。

な
か

な
か

み
な

さ
ん

の
中

に
入
り

こ

め
な

い
性
格

で
す

が
、

で
き

る
だ
け

か

ん

ば
ろ

う

と
し
て

い
ま
す

。

体
育

館

で

バ
レ
ー

ボ
ー

ル
を
す

る
の

が
好

き
で

練
習

に
行

っ
て

み

た

い
け

ど

、
夜

遅
く

な
る

の
で

家

で
手

芸
な

ん
か
し

て

楽
し

ん
で

い

ま
す
。

仕

事

が
終
わ

っ
て

家

へ
帰

る
と

、
五
時

ち

ょ

っ
と
過

ぎ
。

そ

の
あ

と
は
妹

た
ち

の
勉
強

の
手

伝

い
を
し

ま
す

。

青
森

市
内

へ
通

勤

す

る
人
に

く
ら

べ

れ
ば
、

こ

の
点

が
少
し

楽

で
す

。

帰

り

が
早

い
に
も
か
か
わ
ら
ず

、

ど
こ

へ
も

行
く

こ

と

が
で

き

ず
、

土

曜

の
午

後
や

日
曜

は
、

友
人

の

と
こ

ろ

へ
出
か

け

た
り
、

買

い
物

を

す

る
く

ら

い
で
、

な
ん

と
な

く

つ
ま

ら
な

い
日

を
送
っ
て
い
ま
す
。

貯
金
し

て

旅
行

に
行

こ
う

と
考

え

て

い
ま
す

が
、

い
つ

の
日

に
な

る

か
わ

か
り

ま
せ

ん
。

ま

だ
十

八
歳

の
私

で
す

。
こ

れ

か
ら

い
ろ

い
ろ

な
こ

と
を

勉
強
し

若

い
う

ち

に
頭

に
詰

め
込

ん
で

お

こ
う

と
思

い
ま
す

。

環
境

に
よ

っ

て
人

柄
も

変
わ

る
そ
う
で
す

か
ら
。

『
愉
快

で

楽
し

い
人

だ
／
・
』
な

ん

て

言

わ
れ

る
よ
う

に
な
り

た

い
も

の
で
す

。

仕
事

の
で

き

る
キ

ャ
リ

ア

ウ

ー

マ
ン
で

も

い

い
で

す

ね
。

自

分
自
身

、

人

の
波
に

も

ま
れ

て

ど
う

変

わ

る
か

と
て
も

楽
し

み

で
す
。

で

き

る
な
ら

、
良

い
方

に

変
わ

り

た
い
も

の
で
す

。

大 宮 由美子

○郷沢・18歳

メッセージ

ヤング
NO
.2
0
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蓬田母親グラフ

佐々木 博 子

母 親
クラブ

通 信
N０1

蓬
田

部
落

に
母

親

ク
ラ

ブ

が
誕

生
し

た
の

が
七

年
前
。

当

時
す

で

に

活
動
し

て

い
た
子

供
会

と

い
っ

し

ょ
に

運

営
し

て

も
よ

い
と
指
導

さ
れ

、
曲

が
り

な
り

に
も

出
発
し

ま
し

た
。

そ

の
後

、
二

唐

さ

ん

が
県
連

の

副

会
長

に

な
り

、
県

全
体

の
活

動

情

報

が
入

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

と

こ
ろ

が
、
わ

が
村

の
活

動
方
法

が
、
県

の
指

導

と
少
し

異

な

る
こ

と

が
わ

か

り

、
改

め
て

真

の
母

親

ク
ラ

ブ
の
お

り
方

を

勉
強
し

実

践

に

移
し

ま
し

た
。

今

日

の
母
親

ク

ラ

ブ

の
土

台

づ
く

り

か
、

こ

こ
か

ら

始
ま

っ

た
と
思

い
ま
す

。

蓬
田

母

親
ク
ラ

ブ

で
は

、
低

学

年
以

下

の
子

供

を
主

と
し

て
、

事

業

を

進
め
て

い
ま
す

。
ミ

ニ
運

動

会

は

、
四

年

前

か
ら
始
め
ま
し

た
。

保

育
所

・
幼

稚

園
・
小

学

一
年

・

二

年
生

に

適
し

た

プ
ロ
グ
ラ

ム
を

作

り

、
親

と
千

か

い
っ
し
ょ

に

走

り
、
ゲ
ー
ム
を
し

、
汗
を
い
っ
ぱ

い
流
し
て
楽
し
み
ま
す
。
こ
の
ほ

か
親
子
の
集
い
と
し
て
、
折
り
紙

教
室
、
紙
し

ば
い
教
室
、
安
全
指

導
、
親
子
の
対
話
を
深
め
る
読
書

会
や

ゲ
ー
ム
大
会
を
開
い
て
い
ま

す
。小

学
二
年
生
ま
で
は
、
次
の
子

供
会
活
動
に
入
っ
て
い
く
準
備
期

間
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
、
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
会
の
と

き
に
は
、
二
年
生
の
子
供
た
ち
に

ロ
ー
ソ
ク
の
灯
を
と
も
し
て
も
ら

い
、
子
供
会
へ
の
希
望
を
持
た
せ

る
く
ふ
う
を
し
ま
し

た
。
私
た
ち

会
員
は
奉
仕
活
動
と
し
て
、
遊
び

場

の
安

全
点

検
、

草

取

り

、
清

掃

を
行

い

ま
す

。

事
故

の
起

き

な

い
安

全
な
環

境

づ

く
り

は

、
地
域

の
大

人

た
ち

の
責
任

で

や

る

べ
き

だ
と
思

い
ま

す
。最

近

、
共
働

き

が

増
え

て

き
ま
し

た
。

昨
年

の

凶
作
も

か

な

り
影

響
し
て

い
ま
す
。

忙
し

さ
に

ま

ぎ
れ

、

子

ど
も

の
声

に
耳

を

傾
け

る

ゆ
と

り
も

減

り
主
し

か
。

こ
の

む
ず

か
し

い

現
状

を
乗

り

越
え

る

た

め
に

も
、
母

親

ク

ラ

ブ
の
使

命

と
し

て

汗いっぱい流そう …ミニ運動会



○
む
ら
の
生
活
誌
シ
リ
ー
ズ
　

人
々
の
暮
ら
し
編

①

朝
は
馬
草
刈
り
か
ら

朝
起

き

る
な
り

、
馬

連

れ
て

草

刈

り
に
出

か
け
ま

す
。

草

を
六

マ

ル

ギ
刈

れ

ば
一

駄
で
し

た
。

家
に

も

ど
っ
て

朝
飯

の

お
か

ず

何

あ

る
か
と

思
え

ば
、
菜

の
葉
汁

に

ぬ

か

づ
け

。
そ

れ
で

も

、
腹

減

ら
し

て

も

ど
る

の
で

お

い
し

い
と

思

っ
て

食

べ
ま
し

た
。

子

ど
も
に

乳
飲

ま
せ

る
ち

ょ

っ

と

の
時

間

が
、
体

を
休

め

る
と
き

で
す

。
『
さ
っ
さ
と
飲
ま
へ
ろ

』

と

声

が

か
か
り

ま
す

。
ま

だ
乳

吸

っ

て

い

る
フ
ラ

ン

の
口
無

理

に
離
し

て
外

へ
出

れ
ば

、
フ
ラ

ン

が
泣

き

ま
す

。

春

の
田

ウ
チ

は
三

本

齡
で

や
り

ま
し

た
。

機

械
あ
る
わ
け
で
な
し
、

今

考
え

れ

ば
よ

ぐ

や
っ

た
も

の

だ

と
思

い
ま

す
。

当
時

の

苗
代

は
水

苗
代

で
す
。

足

キ
リ

キ
リ

と

な
る

ほ

ど
水
し

ゃ

こ
ぐ
て

も

（
冷

た
く

て

も

）、

嫁

は
し
ゃ
こ
い
と
言

え
ず

に
苗

代

に
入

り
ま
し

た

。

田

植
え

も

そ
の

と
お

り
。
昔

は

繩
張

っ
て

植
え

ま
し

た
。

私

は
親

類

の
者

と
二

人
し

て

、

ぱ
っ

た
り

ぼ
ら

い
た
り
（

追

っ
た

り
追

わ
れ

た
り

）、
（

ガ
マ

は
が

へ
る

の
、（

オ
リ

は

が

へ
る

の
と

い
っ
て

競
争

し

な
が

ら
植

え
ま
し

た

。
二

人
で

一
日

に
二

反

歩

ほ
ど

の
植
付

け
で

す
。田

の

草
取

り
は

、
三

番
草

ま
で

取

り
、

そ
の

あ
と

は
ヒ

エ
ヌ

キ
を

し

ま
し

た
。

な
ん

ぼ
押
し

て

歩
く

機

械
が

で
き

て
も

、
稲

の
株

と
株

の
間

か
残

り

ま
す
。

そ

こ
を
取

る

に

は
、

ど
う
し

て

も
人

の
手

が

か

か
り

ま
す

。

昼
め
し

の
あ

と

一
服

し

ま

す

が
、
他

の

大
よ

り
早

く
と

っ

つ

い
た
（

と
り

か
か

る

）
も
ん

で
す

。
普

通

六
日

か
か

る
と

こ
ろ

を
五

日
で

仕
上

げ

る
こ

と

が
で
き

ま
し

た
。

み

ん
な
隣

り
近

所

の
働

き
具

合

・
仕

事
の

進
み
具

合

を
見

な

が
ら

、
競
争
し

て

い
た
ん

で
し

孫

が
で

き

て

バ

バ
に

な
り
ま
し

た
。

昔

は
保
育

所
が
あ

り
ま
せ
ん
。

子

ど
も
を

生

む
の

は
親

で
も

、
育

て

た
の
は

孫

バ
バ
で
す
。

そ
う

し

な
け

れ

ば
ワ

ゲ

モ

ノ
仕

事
に

出
ら

れ
ま

せ

ん
か
ら

。

そ
の

バ

バ
の
仕

事
は

ワ
ラ
（

ド
か

で
る

だ
け

で
な

く

、
飯
し

た
く

・

洗

た
く

・
い

わ
し

の
焼

き
干
し

づ
く
り

ま
で

あ

り

、
見

た
め

ほ
ど
楽

で

あ
り

ま
せ

ん
。
雨

が
降

る
と

焼
き
干

し

の

オ
リ

ダ
し

ま

い
こ

む
の

が
ひ

と
苦

労
で
し

た
。

○語り 部　　 郷 沢

高田　マメ（76歳）

親
子
の
対
話
、
ふ
れ
あ

い
の
機
会

を
多
く
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
純

真
な
子
供
た
ち
を
、
地
域
ぐ
る
み

で
の

び
の
び
と
育
て
あ
げ
る
よ
う

な
お
母
さ
ん
の
ク
ラ
ブ
。
そ
ん
な

活
動
の
で
き
る
集
団
に
、
一
歩
前

進
し
た
い
も
の
で
す
。

学習活動として、隣接町村の母親クラブと、交歓研修を開催。

談話室Ｚ歹



タ
ウ
エ
カ
ダ

米

を

つ
く

る
に
は

、
ま

ず
土

を

つ
く

る

こ
と

か
ら
始

ま

る
。

冬
に

運

ん
で

お

い
た
駝

肥
の

山
を

く
ず

し

、
モ

ッ
コ
や

エ

ビ
ザ

ル
で
田

一

面
に

ば
ら

ま
く

。
風

も
暖

か

く
な

り

、
堆
肥

の
臭

い
に
む
せ
か
え
る
。

次

は
荒
起

こ
し

。
馬

を
使
う

前

は

、

三

本

挑
を

用

い
た
。

繰
り

返
し
二

（

ウ
チ

ー
サ

ン

バ
ウ
チ

ま

で
や

っ

た
。水

が
入

る
と

、
馬

に

マ
ン

ガ
を

ひ
か

せ
て

代
か

き

が
始
ま

る
。
五

月
、

雨

が
降
る

日
も

休
ま

ず

、
人

も
馬

も
泥

ま
み

れ
に

な
っ

て
作

業

を
続

け
た
。

馬

を
誘
導

す

る
人

を

サ

ヘ

ド
リ

と

い
っ
て

、
女

が
そ

の

役

目

を
し

た
。

田
植

え

の
日

、
男

た
ち

は
朝
早

く

か
ら

田

の
水
を

落

と
し

て

、

カ

ダ
マ
ワ

シ
を

す

る
。

カ

ダ
の
ま
す

目

は
七

寸
五

分

か
ら

、
八

寸
く

ら

い
あ

っ

た
。

あ
と
が
き

台
風
十
五
号

の
つ
め
跡
が

い

た
る
と
こ
ろ
に
残
り
ま
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
老
松

。
股
松
”

の
倒
壊
で
す
。（
蓬
田
汐
越
）

樹
齢
約
三
百

年
。
高
さ
二
十

三
‥
竺

周
囲
四

・
九
片
。
根
元

二
・
五
片
上
か
ら
別
れ
た
二
本

の
太

い
枝
。
雄
大
な
自
然
美
を

誇
る
松
で
し

た
。

現
在
は
付
近

の
若
木
が
繁
り

見
え
ま
せ
ん
が
、
昔
は
漁
師
や

帆
船
の
目
印
と
し
て
漁
場
の
選

定
、
航
海
の
目
標
と
な
っ
た
そ

う
で
す
。

自
然
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
が
、

膨
大
な
自
然

の
力
で
、
土
に
帰

っ
て
い
く
姿
を
見
た
よ
う

な
日

で
し
た
。

こせきの窓ロー匹･

戸籍の

窓　口
(蓬田村の人口:4,528 人)

６月・７月受付分

○お誕生おめでとうございます。

川内　麻紀　（哲郎・２女）

坂本　善信　（勇一・２男）

小林　　勝　（秀勝・長男）

福［H　瑞子　（修逸・長女）

福田麻衣子　（修逸・２女）

藤本美和子　（利則・長女）

八戸美由紀　（弘樹・長女）

木戸　智子　（準次・長女）

福井飛雄馬　（俊行・長男）

柿崎　勝士　（治己・長男）

藤田　正人　（定實・長男）

坂本　昌大　（茂　・長男）

小鹿奈々恵　（正博・長女）

木戸　　愛　（渉　・長女）

八幡　英二　（秀雄・長男）

八戸　大樹　（和男・長男）

八戸　春香　（一男・長女）

○ご結婚おめでとうございます。

（上村　正也　（福岡県）

坂本　洋子　（中沢）

（吉田　信行　（中沢）

栗林　恵子　（青森市）

（宮本　壽郎　（蟹田町）

中川寿美子　（郷沢）

（武井　一麿　（蓬田）

工藤しが子　（長科）

（青木　健一　（蓬田）

俵谷久美子　（青森市）

（米E日　行広　（板柳町）

坂本　祐子　（中沢）

（小鹿　博文　（長科）

木村美由紀　（青森市）

（ 川崎　順正　（広瀬）

竹口　雪美　（福井県）

（越田　秀敏　（瀬辺地）

管野　朝子　（福島県）

（山舘　公司　（瀬辺地）

牧　　摂子　（北海道）

（武井　守人　（蓬田）

瀬野久美子　（山形県）

（福田　幸生　（郷沢）

蝦名　幸子　（平内町）

（佐藤　隆徳　（中沢）

高橋　和子　（青森市）

（細谷弥一郎　（蓬田）

封馬なさ子　（青森市）

（村上伊佐雄　（蓬田）

山田　文江　（青森市）

（ 坂本　 雄一　 （ 中 沢）

川村 ひ とみ　（ 北海 道 ）

（工 藤　 康茂　 （ 青森 市 ）

久慈　 美雪　 （ 広瀬 ）

（ 北川　 浩平　 （青 森 市 ）

武 井 てつ子　 （ 蓬EH ）

（ 村上吉 太郎　 （ 蓬田 ）

鈴 木　 和子　 （ 東京 都 ）

（ 山口　 誓志　 （ 瀬辺 地 ）

中村し のぶ　 （青 森 市 ）

（ 川嶋　 善成　 （ 中沢 ）

平 野　 礼子　 （ 今別 ）

○お悔み申しあげます

坂本　大博（中沢・67歳）

山谷　きせ（阿弥陀川･76歳）

坂本米五郎（中沢・71歳）

吉田はつゑ（中沢・71歳）

工藤　光志（蓬田・48歳）

越田　トミ（広瀬・80歳）

田中　キワ（広瀬・76歳）

むらの

生活誌

農具編
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